
吸煙グリル
―取扱説明書・保証書―

・このたびは、本製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。

・ご使用前に本書を必ずお読みの上、正しくお使いください。

・「安全上のご注意」は必ずお読みください。

・本書には保証書が含まれております、大切に保管ください。

SNG-001WH/BK
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ここに示す項目は、本製品を正しく安全にご使用いただくために守らなければならない重要な事です。
これらの項目を守らず、誤った使い方をされた場合、火傷などのけがや火災などの物的損害が発生する
可能性があります。ご使用の際には必ず「ご使用方法」をお守りください。

警告とは

警告

注意とは

誤って取扱いすると、
死亡または重傷を負う
可能性があります。

　　記号は、「禁止」の行為であること
を告げるものです。図の近傍に具体
的な禁止内容が書かれています。

●記号は、行為を「強制」したり指示
したりする内容を告げるものです。
図の近傍に具体的指示内容が
書かれています。

誤って取扱いすると、傷
または物的損害が発生
する可能性があります。

記号について

接触禁止 分解禁止 電源プラグを抜く 一般的な指示

※お読みになった後は、お使いになる方がいつでもお読みいただけるところに必ず保管をしてください。

交流100V以外では使用しない。直流や交流200Vを使用すると火災や感電の原因になります。

指示に従う

指示に従う

禁止

水ぬれ禁止

分解禁止

プラグを抜く

定期的に電源プラグのほこりを取る。
湿気などで絶縁不良となり、火災の原因になります。

水をかけたり、水につけたりしない。ショート・感電・故障の原因になります。

修理技術者以外の人は、絶対に分解や修理・改造は行わない。火災・感電・傷害の原因になります。

お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜く。また、ぬれた手で抜き差ししない。 
感電・傷害の原因になります。

コンセントは定格15A以上を単独で使う。火災・感電の原因になります。
電源プラグは根元まで確実に差し込む。火災・感電の原因になります。

仕 様
型名：SNG-001WH/BK
定格電源：AC100V　50/60Hz　
消費電力：600W
本体質量：約4.2Kg（プレート付）
本体寸法：横29×縦48×高13cm

コード長さ：1.8m
モーター：DCモーター
温度調節方式：サーモスタット可変式
プレート：アルミ鋳造・フッ素加工仕上
プレート寸法：横23×縦32cm



3 4

禁止

禁止

取扱注意

取扱注意

漏洩禁止

使用を
中止する

使用を
中止する

プラグを
抜く

ガスレンジなどの炎の当たる所、引火性のガスのある所、雨や水しぶきのかかる所などでは使わない。
感電や火災の恐れがあります。

使用中に本体を移動させない。火災、傷害の原因になります。

不安定な場所や熱に弱い敷物の上では使用しない。火災の原因になります。

電源ヒーターボックスやプレートとヒーターの隙間に、金属や箸、食材等の物が挟まれないようにする。
感電・火災の原因になります。

付属のプレート以外のプレートは使用しない。火災・感電の原因になります。

電源ヒーターボックスの脱着時や持ち運ぶときは丁寧に扱ってください。
落下時の衝撃等で温度調節器が故障した場合、加熱しなくなったり、異常加熱の原因になります。

使用中及び使用後しばらくの間は高温になっていますので、プレートなどにさわらない。
やけど・傷害の原因になります。

本体に異常が発生した場合は、使用を中止する。
すぐに販売店またはお客様相談窓口に点検・修理を依頼してください。

使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜く。
けがややけど、絶縁劣化により感電、漏洩火災の原因になります。

注意

安全レバー

ゴムパッキング ゴムパッキング

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたり
しない。また、重いものを載せたり、挟み込んだり、加工したりしない。火災・感電の原因になります。

子供など取り扱いに不慣れな方だけで使わせたり、乳幼児に触れさせたりしない。

火炎上で乾燥しないでください。火災の原因になります。

不安定な場所や熱に弱い敷物の上では使用しない。火災の原因になります。

付属のプレート以外のプレートは使用しない。火災・感電の原因になります。

本体の下および周囲30cm以内に燃えやすいもの、熱に弱いものを置かない。

ビニール製テーブルクロスなど熱に弱いものの上では使用しない。

プレートが高温のときは、持ち上げない。傷害の原因になります。 

壁や家具の近くで使わない。　

調理以外の目的で使わない。

プレートの取っ手はプレートの高温の時は触らない。やけどの原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持って引き抜く。感電・ショ
ート発火の原因になります。
使用時時以外は、電源プラグをコンセントから抜く。感電・火災の原因になります。

焼肉プレートを使用する時は、水受皿に水を入れる。
使用中及び使用後しばらくの間は高温になっていますので、プレートなどにさわらない。やけど・傷害
の原因になります。

使用上のお願い

●電源ヒーターボックスの脱着時や持ち運ぶときは丁寧に扱う。衝撃等で破損し、加熱不良、異常加熱の原因になります。

●熱いプレートに冷水などを注がないい。プレートが変形することがあります。

●食材は側面の空気吸い込み口の高さ以内に切る。吸い込み口の高さを超えると、煙が多くなる場合があります。

●プレートが焦げ付く場合は、温度を少し低めにする。

●料理の残りをプレートで保存しない。フッ素樹脂が傷みます。

●金属ヘラなどの硬いものでプレートをこすらない。フッ素樹脂が傷つき、焦げつきの原因になります

●プレートは他の調理器具（ガスコンロなど）で使わない。

●ビニール製のテーブルクロス等の熱に弱いものの上では使用しないでください。

警告

注意

注意

内部のシロッコファンをグリル本体の元の位置に取
り付けする時に、両端2ヶ所のゴムパッキングが、正し
く固定されているか確認してください。
またパッキンの損傷がないように取扱いに注意して
ください。振動や雑音の原因にとなります。

●本体内部の安全レバーを損傷しないように充分に注意してください。
 折れや形状欠落がないように取扱いに注意してください。
 電源が入らなくなります。

●熱いプレートの上から冷水などを注がないでください。
 プレートが変形することがあります。

●食材は側面にあるエアー吸い込み口の吸い込みの高さ以内で、薄く切ったも
のをプレート上で焼い

　て料理してください。食材に厚みがあり吸い込み口の高さを超えると、
　煙が多くなる場合があります。
●プレート上は高温ですので、焦げ付く場合は、温度を少し低めにしてご使用く
ださい。

●料理の残りをプレートの上で保存するとフッ素樹脂が傷みます。
　また、金属ヘラ等の硬いものでプレート表面をこするとフッ素樹脂が傷つき、
　焦げつきの原因になります。
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ご使用になられる前に

ご使用方法

部品の名称

お手入れ後の組み立て順序
※ご使用の際の組み立ては、P5「ご使用方法」をご覧ください。

まず、初めに本体（①）にシロッコファン（②）、
ファンカバー（③）を取り付けて下さい。
その後本体に、④→⑤→⑥→⑦の順に
セットし組み立てて下さい。

①→②→③→④→⑤→⑥→⑦

※注意：油受けプレート（⑤）を本体（①）にセットする際は、
本体の向きと油受けプレートの矢印が合うようにセットください。

⑦ 焼肉プレート

③

②

本体裏側

 付属品
電源コード 1本

ヒーター

必ず、本体の向きと油受け
プレートの矢印が合うように
セットしてください。

初めてご使用になるとき、においが多少出ることがありますが、異常ではありません。
ご使用にともない、出なくなります。
使用中、加熱によるきしみ音が発生することがありますが、故障ではありません

1．本体の周囲を確認してください。

4．加熱します。

2．水受け皿（④）に水を入れてください。

3．水受け皿（④）、油受けプレート（⑤）、電源ヒーターボックス（⑥）を本体（①）セットし、
 焼肉プレート（⑦）を最後にセットします。

●本体の下または周囲30cm以内に燃えやすいもの、熱に弱いものがないことを確認してください。

●ご使用の際には、水受け皿に半分の水を入れて使用します。

●電源コードの差し込みプラグ側を電源ヒーターボックスの電源コード差し込み口に差し込み、
　電源プラグをコンセントに挿してください。
●温度調節ダイヤル（⑧）を（高・約220℃）に設定してください。
●ファンスイッチ（⑨）を押して、ファンを回してください。
　パイロットランプが点灯して約3分後にプレートは焼き頃の温度に達します。
●お好きな食材をプレートにのせてお楽しみください。

温度の目安
ダイヤル

プレート温度（約）
低
120℃

中
170℃

高
230℃

※ファン使用時　※上記の温度は目安です。

取っ手

必ず、本体の向きと油受け
プレートのマークが合うように
セットしてください。

⑧ 温度調整ダイヤル

⑥ 電源ヒーターボックス

⑤ 油受けプレート

④ 水受皿

① 本体

⑦ 焼肉プレート

⑥ 電源ヒーターボックス

⑤ 油受けプレート

④ 水受皿

① 本体

② シロッコファン

③ ファンカバー
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使用後のお手入れ

禁止

禁止

シロッコファンのお手入れ

禁止事項

注意

注意

●調理後しばらくの間はプレートが熱くなっています。
●お手入れはプレートが冷めた状態で行ってください。
●各部品の脱着の際は手を切らないようにご注意ください。

●丸洗いできない部分にご注意ください。
 電源ヒーターボックス（⑥）、シロッコモーターファン（②）（モーター付）は
 丸洗いできません。

●本体を洗うときは必ずシロッコモーターファン（モーター付）を取りはずした後に
　お掃除してください。モーター故障の原因になります。

●本体に取り付けてある耐熱パッキンを取らないでください。
　本体内の4ヶ所にある耐熱ゴムパッキンをとると、本体が高熱で溶けたり変形したり
　する原因となります。

耐熱ゴムパッキン
4ヶ所

モーター

ゴムパッキン

シロッコファン羽根

注意

※ モーターに水がかからないようにご注意ください。
※ 両端の四角パッキンが破損しないように取扱いに注意してください。
※ 洗浄後、よく乾燥させてください。ぬれたまま使用すると故障の原因となります。
※ ゴム手袋などをはめて洗浄ください。ファンの羽根でけがをするおそれがあります

注意

本体のお手入れ
シロッコファンを取り外した本体は、丸洗いができます。
油分や汚れをよく落としてください。（臭いの原因になります。）
台所用中性洗剤やスポンジをお使いください。金属タワシなど傷のつくものは使わないでください。

●ご使用後は、必ずお手入れをし、清潔に保ってください。
●お手入れをする時は、温度調節ダイヤルをOFFに戻して、電源プラグをコンセントから抜いた後で、 
 電源コードの差し込みプラグを電源ヒーターボックスから抜いてから行ってください。
●焦げ付きが残った場合は、プレートの温度が冷めないうちにキッチンペーパーで等を箸で摘み、やさし 
 くこすって汚れを落としてください。
●プレート表面はご使用により消耗します。むらができることがありますが、人体への影響(害)は無く、 
 調理をする上で問題無くご使用できます

●コンセントから電源プラグを抜き、冷えてから電源ヒーターボックスよりコネクタを
 抜いてお手入れをしてください。
●プレートおよび取り外した各部品を洗うときは台所用中性洗剤とスポンジ、布など 
 を使用してください。
●次のものは使用しないでください。
　金属タワシ、みがき粉、たわし、強くて鋭いブラシなど傷の入るもの

必ず、中性洗剤のみをご使用ください。他の
洗剤と混ぜて使わないでください。

※シロッコファンは、「シロッコファンのお手入れ」に従って、お手入れしてください。

※各部品の脱着の際は手を切らないように十分ご注意の上ゆっくりと脱着を行って 
 ください。

注意

※シロッコファンは油煙を吸い込む為、羽根に油が付着します。
 アルカリ洗剤を、シロッコファンの羽根の部分（下図矢印の間）にのみ噴霧した後、
 水洗いしてください。

※シロッコファンは、本体裏面のファンカバー内に取り付けられております。
　ファンカバーの開け方は、P9「ファンカバーの開け方」をご覧ください。
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禁止

注意

注意

注 意

ファンカバーの開け方・ファン取付け時の注意 乾燥について

保管について

一口メモ

＜本体裏側＞
解除レバー4ヶ所

くぼみ2ヶ所

① ② ③ ④

ファンカバー 解除レバー

＜カバー断面図＞

ファンカバーの開け方手順

ファン取付け時の注意

●シロッコファンの配線が破損しないようにご注意ください。
●必ず水平に持ち上げてください。
●モーターをつかんで持ち上げたり、力を加えないようにしてください。
●落としたり、衝撃を与えないでください。変形や故障の原因になります。

シロッコファンを取付ける際のご注意

●電源ヒーターボックス（⑥）、シロッコファン（②）（モーター付）は汚れや水分を
　よく拭き取り、自然乾燥させてください。
●丸洗い可能な部品は水分をよく拭き取り、自然乾燥または食器洗浄器で
　乾燥させてください。

●火炎上で乾燥しないでください。溶ける・変形する・変色するまたは火災の恐れが
　あります。

禁止

注意
●室内で保管してください。（箱などに入れて保管ください。）

●湿気の少ない場所で、箱などに入れて、ほこりや虫などが侵入しないように
 保管してください。

〇お部屋にこもる臭いを残さない工夫は、窓を少し開けて換気をしながらお使いください。

〇本体についた気になる臭いをとるには、中性洗剤などで油汚れをよく落とし、
　熱湯で洗うか、又は食器洗浄器で洗ってください。

1 左図のように、左手の指を「解除レバー」に掛け、右手の指を
「くぼみ」の中に入れファンカバーの端に掛けてください。
2 「解除レバー」を手前に引き寄せると同時に「くぼみ」の指でカバ
ーを持ち上げます。

3 カバーが少し浮き上がり解除レバーが手前に向いているか確認
下さい。

4 ②→③→④の順番に解除レバーを解除します。
5 ファンカバー取り外すと、中にシロッコファンが見えます。
6 シロッコファンを両手で水平に持ち上げてを取り外せばお手入
れができます。

●ゴムパッキンは、「ずれ」、「ゆがみ」および「はみ出し」がないように正しく固定されていることを確認下さい。 
（振動音の原因になります）
●本体に取り付ける時はシロッコファンを両手に持って水平に挿入し、電極棒差込穴に電極棒を入れてください。
●2本の電極棒を曲げたり、変形させないように充分注意してください。故障の原因になります
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補足注意事項（必ずお読み下さい）

注 意 注 意

注 意

注 意

お願い

アフターサービスについて

シロッコファンを取りはずす時、
または取り付ける時のご注意

◇必ず水平に持ち上げてください。

◇モーターをつかんで持ち上げたり、
 力を加えないようにしてください。

◇落としたり、衝撃を与えないでください。
 変形や故障の原因になります

プレートの取っ手はプレートの
高温の時は使用しないでください。
やけどの危険があります。

シロッコファンを取りはずした後の
本体は丸洗いができます。台所洗剤
やスポンジでお掃除してください。
金属タワシなど傷のつくものは
使わないでください。

シロッコファンをの2本の電極棒を
曲げたり、変形させないように
取扱いに充分注意してください。
故障の原因になります

（本体底部）

電極棒

フタ

シロッコ
ファン

食器洗浄器使用OK
電源ヒーターボックス（⑥）、
シロッコファン（②）を除き、分解した部品は
丸洗い洗浄出来ます。

※本体（①）は底を上向きにして食器洗浄機に
　入れると内部の汚れがよく落ちます。

万一、ご使用になりまして不都合がありましたら、
下記お客様相談窓口までご連絡ください。直ちに検査し対処します。

●保証書について
付属している保証書に販売店名、ご購入日等の記入があるかお確かめになり、保証内容を
よくお読みください。保証期間は、お買い上げの日から1年となります。
保証書は故障の際に必要となりますので、大切に保管ください。

●修理を依頼されるとき
修理依頼をされる前に、取扱説明書をよくお読みいただき、再度点検をお願いします。
再度点検でも不具合が生じている際には、販売店にご依頼ください。

●保証期間について
保証期間内に修理を依頼される場合は、保証書を添えて商品を販売店にご持参ください。
保証規定に基づき修理をさせていただきます。（詳細は無料保証規定をご覧ください。）

※保証期間が経過している、または保証書を紛失されている場合は、お買い上げの
　販売店にご相談ください。有償にて修理をさせていただきます。

※修理料金は次の内容で構成されています。

診断・修理・調整・点検などの費用

部品および補助材料代

製品の送料

技術料

部品代

送　料



2017年11月現在 E-01

［本　　　社 ］ 〒105-0011 東京都港区芝公園 2-4-1芝パークビルA館 2F
［商品管理センター］ 〒349-1117 埼玉県久喜市南栗橋 4-14-1
 南栗橋シティセンタービル３F

株式会社エスキュービズム 03-6435-9453

10：00～17：00

SNG-001WH／BK
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